
応用統計学∗

以下の 5問にすべて答えること. なお 1. ,2.については別紙の資料を参照のこと.

1. 別紙出力 1に示す中古マンション価格に関する回帰分析の計算結果について, どのように結果を解釈す

るか説明せよ.

2. 別紙出力 2に示す 1987年の野球の打者の打撃成績に関する主成分分析の結果について, どのように結

果を解釈するか説明せよ.

3.（a）Rp から Rへのなめらかな関数 g の等高面 {x|g(x) = c}を考える. 等高面上の点 x0 での接平面の

方程式が
(x − x0)′gradg(x0) = 0

で与えられることを説明せよ. ただし gradg は g の勾配であり, g を xの各要素で偏微分したベク

トルである.

（b）
∑
を実正定値行列とし, 中心のみがずれた二つの同心楕円族

(x − µ1)′
∑

−1(x − µ1) = c1, (x − µ2)′
∑

−1(x − µ2) = c2

を考える. µ1 と µ2 を結ぶ線分上で, 同心楕円族は接平面を共有することを示せ. また接平面の方

程式を求め, Fisherの線形判別関数との関係を論ぜよ.

4. 10人の風邪をひいた患者から無作為に 5人を選び風邪薬を与えた. 薬を与えた 5人のうちでは 4人は

翌日に風邪が治り, 薬を与えなかった 5人のうちでは 1人しか風邪が治らなかったという. この風邪薬

は効いたといえるかどうかを, 並べ替え検定の考え方を用いて説明せよ.

5. 3群からそれぞれ 3個の観測値を得たものを

{a − 1, a, a + 1}, {b − 1, b, b + 1}, {c − 1, c, c + 1}

とする. このデータについて一元配置の分散分析表を示せ. また, 平均がすべて等しいとする帰無仮説

の検定を F 検定を用いて行うとき, F 検定の P 値が 5%となる (a, b, c)の集合の方程式を求めよ. ただ

し, 自由度 (2, 6)の F 分布の上側 5%点の値は F2,6(0.05) = 5.14である.

∗ 年度不明.
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図 1 出力 1

図 2 出力 2
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